


大会長挨拶

　このたび第11回地域包括ケア推進病棟研究大会の大会長を仰せつかりました草場鉄周

です。

　私は家庭医として地域の診療所ネットワークを運営しながら外来診療や在宅診療を提

供すると共に、地方病院の総合診療科の運営を任せて頂きながら、病院での総合診療を展

開してきました。その二つの経験の中でも、診療所においては地域の訪問看護師、訪問薬

剤師、リハビリのセラピスト、更にはケアマネジャー、保健師など様々な多職種と連携し

ながら地域包括ケアを長年提供してきましたが、この10年弱は十勝の帯広にある帯広協

会病院総合診療科において地域包括ケア病棟も含む病院医療で活躍できる総合診療医の

あり方を模索する中で、確かな手応えを感じてきました。この二つの視点から見えてきた

のは地域包括ケアを地域全体で推進するためには、病院からのアプローチと診療所から

のアプローチを融合させることが日本では大変有効であるという事実です。

　そこで、今回の大会は「地域包括ケアを支える人材育成を目指して」と題し、この二つのアプローチをいかに融合させ

るべきか、また融合させるにあたって病院の多職種の皆さんに必要な視点は何か、を皆さんと共に考えていくことを目標

に掲げて、企画を準備させて頂きました。

　基調講演では大きな変革期に入りつつある医療・介護分野について広い視野を獲得する機会を設け、特別講演では総

合診療医に焦点を当てて地域包括ケア推進で鍵となる役割を論じて頂きます。更に、パネルディスカッションでは2024

年のダブル改訂を受けた地域包括ケア・医療病棟の進むべき方向性を確認しつつ、最後のシンポジウムでは多職種連携

とその教育を通じて病院・診療所双方から地域包括ケアを強化する道を探っていきます。また、ランチョンセミナーでは

現場で活かせる学びも提供します。

　オンラインでの学びがこれだけ広がる時代に現場に集まる意義は何でしょうか？ライブならではの議論の応酬、全国

の仲間達との交流、明日から頑張ろうと思えるモチベーションなど、皆さんにとって得がたい数々の経験がきっとあるで

しょう。

2025年７月、東京にて皆さんとお会いするのを楽しみにしております。

第11回地域包括ケア推進病棟研究大会

大会長  草場 鉄周

大会ホームページよりご登録ください。　　https://www.gakkai.co.jp/jahcc11

2025年2月3日（月）正午～3月31日（月）正午演題登録期間
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作業療法
栄養管理、ＮＳＴ
認知症ケア、身体抑制廃止
アドバンス・ケア・プランニング（ACP）、臨床倫理
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.働き方改革、業務改善（タスクシフト・タスクシェア）14
.感染対策17
.入退院支援（医療ソーシャルワーク含む）、家族20
.広報・営業・渉外23
.病院経営、組織運営26

理学療法
マルチモビディティ
排泄ケア、褥瘡ケア
緩和ケア
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看護・介護計画.13
医療安全・事故対策.16
高齢者救急.19
地域包括ケア病棟における連携（病病・病診連携、介護・福祉施設連携）.22
地域医療構想、地域医療連携推進法人.25
地域共生社会への取り組み、SDGｓ.28 総合診療医29 多職種教育30
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言語療法
口腔ケア、摂食機能療法（誤嚥性肺炎の一体的な取り組みなど）
薬物療法、ポリファーマシー対策
院内多職種協働、チーム医療
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.医療の質、クリニカルパス15
.医療DX18
.地域包括ケアにおける在宅医療と多職種連携21
.診療報酬、介護報酬24
.危機管理・BCP（事業継続計画）27

演題登録 / 事前参加登録

第11回地域包括ケア推進病棟研究大会 大会長挨拶

※ 当日参加登録費　18,000 円（会員・非会員、問わず）

会　員 10,000円（会員施設または賛助会員企業に勤務する者） 
非会員 15,000円

2025年4月1日（火）正午～6月10日（火）正午事前参加登録期間

事前参加登録費
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